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 三遠南信地域の歴史 GISデータベース化 
…飯塚隆藤（愛知大学） 
コーディネーター: 和田明美（愛知大学） 
コメンテーター : 藤田佳久（愛知大学） 
まず、第一報告者の名古屋女子大学竹尾利夫教授は、
『奥三河の昔話伝承』（武蔵野書院・1997 年）所収の
昔話資料に基づいて「越境する伝承文化」に関する報
告を行った。かつて氏は、名古屋女子大生活科学研究
所の「愛知県北設楽地方の生活文化」についての学術
調査に加わり、100 話を超える奥三河地方の昔話の実
態調査を基に、奥三河地方の昔話の体系的把握と話型
による分析を行った。語り手の高齢化と村落共同体の
崩壊に伴い、語りの系譜が断絶しつつある現在、その
調査報告書はますます貴重な存在となっている。本年
度の報告は、その昔話実態調査・分析をもとに、「道と
越境」の観点から昔話の話型と分布を捉え直したもの
120 愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 2017
となった。また、三遠南信地域の伝承文化の地域的特
色と風土性を解き明かした点で、従前より一段高いレ
ベルからの分析となった。例えば、『古事記』の三輪山
伝説に繋がる「蛇婿入り」は奥三河全域に分布してい
るが、実際には当域のみならず広く中部圏全域にわた
る分布が認められる。昔話のなかの鳥の鳴き声=オノマ
トペにも共通性・類型性があり、その一方で地域間の
変容も確認される（ピンピ・チンチ・ピンピン:鵯の声）。
これらの現象からは、伝承文化の伝播のありようがう
かがわれ、越境地域の文化圏形成のプロセスも推定可
能である。さらに「椀貸せ淵」伝承の伝播・分布と変
容の実態は、まさに「伝承文化」と「道（水系）と越
境」の相関性を示唆している。三遠南信地域の「伝承
文化」が、矢作川・豊川・天竜川等の水系や中馬街道・
伊那街道や秋葉街道等の道と関わりながら伝播し、文
化的交流を行ってきた経緯・実態がより一層明らかに
なったといえる。 
第二報告者の群馬県立女子大学北川和秀名誉教授は、
古代律令制下での三遠南信地域の地名についての報告
を行った。古代地名研究を牽引している氏は、数年来
「三遠南信地域の古代地名」にスポットを当てた研究
に携わっており、本年度の「三遠南信地域の古代地名
をめぐって」は、一段と詳細な史料に基づく実証的報
告となった。古代律令制の下では、国・郡・郷里は概
ね漢字二字（好字）で記されている。これは地名表記
に関する地域政策の結果ともいえる。和銅６（713）年、
風土記撰進とともに好字二字での地名表記の命が下さ
れた。「畿内と七道との諸国の郡・郷の名は好き字を着
けしむ」下命により（続日本紀）、古代の地名表記に政
治的統制が加えられたのである。その地名は 1300年の
間連綿と受け継がれ、今日なお主たる地名が漢字二字
で表されている所以ともなっている（平成市町村合併
等による新たな地名は除く）。氏は、『和名類聚抄』以
前の文献に見える地名、すなわち「参河国」「遠江国」
「信濃国（南信）」の郡名・郷里名について、当地域の
地名を記した木簡（藤原宮木簡・平城宮木簡・伊場遺
跡木簡等）や正倉院文書、『万葉集』等の調査をもとに
地名表記の分析を行い『和名類聚抄』と対照させつつ
考察した。特に「遠江国敷智郡」の「浜津郷」と「浜
松郷」（はまつ・はままつ）、「信濃国」の「束間郡」「筑
摩郡」（つかま・ちく（ぐ）ま）「千曲（川）」の表記を
めぐる報告は、当地の地名表記（好字二字）のみなら
ず古代日本語の音声と漢字音との関係にも波及するテ
ーマとなり、会場からも古代音韻・音化推定に関する
質問が寄せられた。 
第三報告者の飯塚隆藤愛知大学准教授は、「三遠南信
地域の歴史 GISデータベース化」についての報告を行
った。まず、絵図や古地図を手がかりに現在の地図と
重ね合わせながら三遠南信地域の歴史・文化を考察す
る「歴史 GISデータベース化」の方法を提示した。そ
のうえで、竹尾氏の著書『奥三河の昔話伝承』と当日
の報告内容を基に「三遠南信地域の歴史 GISデータベ
ース化」の試みを行った。飯塚氏の報告を通して、「水
系・道」と伝承文化の伝播・分布の状況がキュービッ
クに可視化され、「GISデータベース化」により今後の
三遠南信地域の歴史文化研究が新たな地平へと向かう
可能性が示された。 
分科会５「越境地域と歴史・文化」は、前年度まで
「道と越境」を基軸に文字文化研究を行ってきた。し
かし、越境地域における情報伝達・伝播と文化圏形成
を考える際には伝承文化や芸能文化を置き去りにはで
きない。その点でも、今年度新たに伝承文化研究が加
わったことは有意義であった。コメンテーターの藤田
佳久愛知大学名誉教授からも、三者の報告に対してコ
メントがなされ、また藤田氏が提唱する「三遠南信文
化軸」の観点からの有益な補足説明もなされた。特に
「花まつり」をはじめとする当該地域の「芸能文化」
と「伝承文化」の伝播や地理的分布状況、さらには両
文化の相関性についての指摘は、報告内容に一層地理
的な具象性を齎し、パースペクティブな考究へと導い
た。会場の参加者からも、報告者それぞれに対して質
問が寄せられ、相互に活発な意見交換がなされた。 
古代律令制下の日本・七道エリアは、律令による支
配を免れ得なかったとはいえ、地域が活力を持ちつつ
独自の文化を育んでいた。その地域的特性は、近代に
至るまで脈々と息づいていた。それゆえ、越境地域と
しての三遠南信の地名研究や伝承文化研究は、新たな
視点での歴史文化研究の糸口となりうる。とりわけ、
日本の東西文化が出会い交流する三遠南信地域の歴史
文化研究の重要性は高く、その独自性や特質を把握す
ることのなかにこそ、歴史文化を基軸とする越境地域
政策の可能性が潜んでいる。これらのことを確認し、
新たな研究の可能性を見据えつつ盛会の内に分科会 5
は終了した。 
